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研究成果の概要： 
左冠状動脈前下行枝にみられる心筋架橋が同動脈の動脈硬化及び心筋虚血の発生に及ぼ

す意義につき、心筋梗塞１００例を含む総計３００例の剖検心をもとに、組織計測学的に 
病理組織学的に検討した。心筋架橋に被覆された部位の冠状動脈硬化の抑制がみられるほ
か、心筋架橋を構成する心筋の容量が大きいと、心筋架橋部より近位側の冠状動脈には硬
化性病変の増強がみられ、又、動脈硬化の好発部位も、冠状動脈入口部に向かって、2cm
近位に変位しており、これらの結果、心筋架橋を構成する心筋の容量が大きいと、心筋梗
塞が有意に高頻度に発生していた。即ち、心筋架橋が大きいと、これ自体が、独立して、
心筋架橋の解剖学的危険因子となることが判明した。 
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研究分野：医試薬学  
科研費の分科・細目：基礎医学・人体病理学 
キーワード：循環器 
 
１．研究開始当初の背景 
 心筋架橋（ＭＢ）は、ヒトのＬＡＤの約４
５％にみられる肉眼解剖学的な構造である。
これまでに、ＭＢは、心筋と同期してＭＢ自
体の心筋も収縮することにより、ＬＡＤの血
流により、ＬＡＤ動脈に血行力学的に影響を
与えることが知られている。 
２．研究の目的 
 ＭＢによるＬＡＤ内の動脈硬化分布と心
筋梗塞発生への影響を、ＭＢの有無・心筋梗
塞の有無に群別した多数の剖検例を用いて、

ＭＢとＬＡＤ動脈硬化について、主として組
織計測学的な方法を用いて検討することを
企図した。 
３．研究の方法 
 多数の剖検心臓を蒐集し、ＬＡＤにおける
ＭＢの有無・心筋梗塞の有無により、全例を
４群に分けた。全例のＬＡＤ全長を、周囲の
脂肪織及び心筋組織と共に採取し、5mm 間隔
に横断して切り出し、パラフィンブロックと
し、ＨＥ及びＥＶＧ染色標本を作製した。MB
の解剖学的特性については、MB の LAD 内の位



置、MB の長さ・厚さを観察対象とした。即ち、
組織学的にＭＢの有無を判定し、ＭＢを認め
た例に着いては、5mm 間隔により、LAD 内の
MB の位置・長さを判定した。MB の厚さにつ
いては、各横断切片上、MBを構成する心筋組
織の最も厚い部分で、顕微計測を行い、MB の
厚さとした。 
 LAD の動脈硬化度については、画像解析装
置により、今回のすべての LAD断面における、
内膜の総断面面積/中膜の総断面積の比を測
定し、各 LAD 断面の動脈硬化度とした。 
４．研究成果 
 検討症例の群別 
MB の有無を問わず総計１００例の心筋梗塞
例を蒐集した（MB-例５４例、MB+例４６例）。 
既蒐集例より、個々の心筋梗塞例に年齢・性
の一致し、心筋梗塞のみられない正常な症例
を、MB－例を１００例、MB+例を１００例抽
出し、MB+MI-群、MB+MI+群、MB-MI+群、MB-MI-
群の４群に分けて、検討した。 
 
     MI+MB-    MI+MB+     P 
Acute/Old 
   MI   26/28     22/24      NS 
Heart failure 
        31/23     27/19      NS 
 
 MB＋の２群におけるMBの解剖学的特性 
心筋梗塞を生じていた MB 群の MB の厚さは、
心筋梗塞のみられなかった MB 群に比して有
意に厚かった。又、前者の MB の長さは、長
い傾向があるものの、有意さは明らかでなか
った。しかし、厚さと長さを乗じたＭＢを構
成する心筋の容量でみると(MMI)、前者では、
有意に大きかった。 
 
MB の解剖学的特性 
    MI-MB+    MI+MB+ 
MB の位置 
    4.6cm     4.8cm      0.29 
MB の長さ 
    1.4cm     q,7cm      0.07 
MB の厚さ 
    .80cm     1.01cm     0.05 
MMI     1294      1998       0.04 
 
 ＭＢの有無による心筋梗塞例における内
膜肥厚度 
ＭＢ－群における内膜肥厚度は、左冠状動脈
入口部より 1cm から肥厚を生じ、1.5cm から
3.5cm まで、増加しそれ以降は減少をみた。
一方、MB＋群では、内膜肥厚度は、左冠状動
脈より 1cm の部分で、MB－群より有意に肥厚
を示し、1.0cm から 3.5cm まで高く 5.5cm に
至るまで減少をみた。又、MB の被覆部位では、
対応する位置における MB－群の内膜肥厚度
より有意の低下がみられた。 

 
 
心筋梗塞の有無による内膜肥厚度 
MB のない２群の間では、心筋梗塞有無によら
ず、左冠状動脈起始部から 1cm までの内膜肥
厚度に差はみられなかったが、心筋梗塞発生
例では、1.5cm から 6.0cm の間で、内膜肥厚
度は高かった。又、心筋梗塞を生じ、MB を有
していた群の内膜肥厚度は、心筋梗塞のない
MB+群の内膜肥厚度に比して、左冠状動脈起
始部より 7.5cm に亘って、高かった。 
 
考察 
 今回の研究により、ＭＢの厚さ・長さ、Ｌ
ＡＤ内のＭＢの位置など、ＭＢの解剖学的特
性は、冠状動脈硬化の自然史を増強すること
やＭＢの近位のＬＡＤ内の特定の位置に動
脈硬化の集中発生をもたらすことにより、Ｍ
Ｉ発生をもたらすことが判明した。冠虚血性
症候をもたらす、ＭＢに関して、従来は動脈
硬化以外に、ＭＢの収縮による冠狭窄やＭＢ
部分の攣縮、運動負荷時などの頻脈などの異
常な生理学的状態が、強調されてきたが、今
回の研究は、大きな容量をもつＭＢが、自然
に進展する動脈硬化に影響を与えることに
より、ＭＩを生じせしめることが明らかとな
った。 
 臨床的には、大抵のＭＢは、通常、良性の
経過を辿る。しかしながら、今回の研究では、
MI+MB+群では、ＬＡＤにおける動脈硬化は、
MI+<B-群と同程度に生じるが、MI+MB+群では、
MI-MB+群に比して、有意にＭＢを構成する心
筋は厚く、心筋の容量は多かった。 
 今回の研究で、MI の発生に MB の厚さと長
さが重要な役割を果たしていることは明白
である。MI+MB+群の LADの内膜肥厚は、MI-MB+
群に比して、左冠状動脈入口部から 7.5cm に
至るまで、高度である。この所見は、高脂血
症や高血圧などの危険因子が、前者の群で、
動脈硬化の自然史を増強せしめている可能
性を否定するものではない。しかしながら、
更に細かくみると、MI+MB+群では、MI+MB-群
に比して、動脈硬化度は、左冠状動脈入口部
から 1cmの部位では有意に高度となっている。 
しかしながら、MI+MB-群と MI-MB-群との間で
は、このような差異はみられない。このよう
な動脈硬化度の特徴的な所見は、一義的に、



MI+MB+群の MB を構成する心筋の容量の増加
によりもたらされたものと考えられる。以前
の我々の研究結果も加えて考察すると、MB を
構成する心筋の容量の増加は、MB 収縮による
LAD に対する圧迫力の増加をもたらすことが
容易に想定され、MB 入口部からの血流の逆流
を招き、これにより、MB の近位側で、動脈硬
化の進展を増強せしめるものと考えられる。
MI+MB+群における MB の近位側での動脈硬化
の進展は、心筋容量の増加により独立して生
じているものと思われる。 
 本研究は、更に MB を構成する心筋の容量
が大きい場合の MB の位置は,MB の近位で、最
も高度の動脈硬化を呈する部位も規定する
ことを示した。MI-MB+群では、MB の入口の位
置は、最も高度の動脈硬化度を示す LAD 内の
内膜の位置と弱い相関を示したが、この関係
は、MI+MB+群では、明瞭であった。この説明
も、MB を構成する心筋の容量の差異で説明で
きるが、これは又、MB を構成する心筋の容量、
が MB の近位側の LAD 内における動脈硬化の
好発部位を規定する決定的な、要因であるこ
をを裏書きするものである。その結果、
MI+MB+群では、LAD 内において、通常の動脈
硬化の最好発部位よりも、左冠状動脈入口部
に向かって近位側に 2cm移動していることも
判明した。このような関係は、MB-で、MI+,MI-
の群の間では見出されなかった。 
 
結論 
 これまでの研究から、MBに被覆された部位
の LAD 内膜には動脈硬化の発生が、著明に抑
制されることが知られていたが、今回の研究
により、ＭＢの解剖学的特性は、心筋梗塞の
独立した先天的解剖学的危険因子として位
置づけられ、MB は LAD の動脈硬化発生に関し
て、「両刃の剣」としての影響があることが
明らかとなった。 
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